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	インドネシアでは電力供給の平等性と安定性が永年の課題である。政府は大都市の電力確保に注力し、地域格差が生じている。また電力源の65％を石炭に依存している。これらの解決のためには、再々可能エネルギーを用いた地域密着型の発電方法の検討が必要だ。




